
(57)【要約】

【課題】トップエミッション型有機ＥＬ発光装置で、発

光光の色純度の向上と水分や酸素等の侵入による発光層

の劣化を抑制し、色再現性に優れ、かつ長寿命化を図っ

た有機ＥＬ表示装置を提供する。

【解決手段】絶縁基板ＳＵＢの主面に配置された第１の

電極ＣＤと、この電極ＣＤ上に配置された多層構造の有

機ＥＬ層ＯＬＥと、この有機ＥＬ層ＯＬＥ上に配置され

た透明な第２の電極ＡＤを備え、この電極ＡＤ上に樹脂

層からなる第１の封止膜ＳＥＬ１と、無機材料からなる

多層構造の第２の封止膜ＳＥＬ２を順次積層し、この第

２の封止膜ＳＥＬ２を屈折率の異なる層ＳＬ、ＳＨを交

互に積層した構成とした。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 絶 縁 基 板 の 主 面 に 配 置 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、 こ の 第 １ の 電 極 の 上 に 配 置 さ れ た 多 層 構 造
の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 上 層 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 電 極 と 、 該 第 ２ の 電 極 の 外 面
に 配 置 さ れ た 第 １ の 封 止 膜 と 、 こ の 第 １ の 封 止 膜 の 外 面 に 配 置 さ れ た 多 層 構 造 の 第 ２ の 封
止 膜 を 有 し 、
　 こ の 第 ２ の 封 止 膜 は 積 層 す る 層 の う ち 隣 接 す る 層 相 互 で 屈 折 率 が 異 な る こ と を 特 徴 と す
る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 は 前 記 第 １ の 封 止 膜 に 接 す る 第 １ 層 目 の 屈 折 率 が こ の 第 １ 層 目 の 外 側
に 接 す る 第 ２ 層 目 よ り 低 屈 折 率 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 の 最 外 層 は 隣 接 す る 層 よ り 低 屈 折 率 で 、 前 記 第 １ 層 目 の 屈 折 率 と 同 一
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 は ５ 層 以 上 の 奇 数 層 か ら な る 多 層 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 は 奇 数 層 目 の 屈 折 率 が 偶 数 層 目 の 屈 折 率 よ り 低 屈 折 率 で 、 か つ 全 て の
奇 数 層 目 の 屈 折 率 が 同 一 屈 折 率 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の 何 れ か に 記 載 の
有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 は 偶 数 層 目 の 屈 折 率 が 奇 数 層 目 の 屈 折 率 よ り 高 屈 折 率 で 、 か つ 全 て の
偶 数 層 目 の 屈 折 率 が 同 一 屈 折 率 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か に 記 載 の
有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 は 青 色 と 緑 色 の 発 光 光 の 中 間 の 中 心 波 長 に 対 し 最 大 の 光 遮 断 特 性 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 封 止 膜 は 緑 色 と 赤 色 の 発 光 光 の 中 間 の 中 心 波 長 に 対 し 最 大 の 光 遮 断 特 性 を 有
す る こ と こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ の 封 止 膜 は 光 学 的 に 透 明 な 無 機 材 料 の 多 層 膜 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
乃 至 ８ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 色 純 度 の 向 上 と 長 寿 命 化 を 図 っ た 有 機 Ｅ Ｌ 表
示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ラ ッ ト パ ネ ル 型 の 表 示 装 置 と し て 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） や プ ラ ズ マ 表 示 装 置 （ Ｐ Ｄ
Ｐ ） 、 電 界 放 出 型 表 示 装 置 （ Ｆ Ｅ Ｄ ） 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） な ど が 実 用 化 な い
し は 実 用 化 研 究 段 階 に あ る 。 中 で も 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 薄 型 ・ 軽 量 の 自 発 光 型 表 示 装 置
の 典 型 と し て こ れ か ら の 表 示 装 置 と し て 極 め て 有 望 な 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に は 、 所 謂 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 と ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 と が あ る 。
ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス 基 板 を 好 適 と す る 絶 縁 基 板 上 に 、 第
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１ の 電 極 ま た は 一 方 の 電 極 と し て の 透 明 電 極 （ Ｉ Ｔ Ｏ 等 ） 、 電 界 の 印 加 で 発 光 す る 多 層 の
有 機 膜 （ 有 機 発 光 層 と も 言 う ） 、 第 ２ の 電 極 ま た は 他 方 の 電 極 と し て の 反 射 性 の 金 属 電 極
を 順 次 積 層 し た 発 光 機 構 で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 構 成 さ れ る 。 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を マ ト リ ク ス 状
に 多 数 配 列 し 、 そ れ ら の 積 層 構 造 を 覆 っ て 封 止 缶 と 称 す る 他 の 基 板 あ る い は 封 止 膜 を 設 け
、 上 記 発 光 構 造 を 外 部 の 雰 囲 気 か ら 遮 断 し て い る 。 そ し て 、 例 え ば 透 明 電 極 を 陽 極 と し 、
金 属 電 極 を 陰 極 と し て 両 者 の 間 に 電 界 を 印 加 す る こ と で 有 機 多 層 膜 に キ ャ リ ア （ 電 子 と 正
孔 ） が 注 入 さ れ 、 該 有 機 多 層 膜 が 発 光 す る 。 こ の 発 光 を ガ ラ ス 基 板 側 か ら 外 部 に 出 射 す る
構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 上 記 し た 一 方 の 電 極 を 反 射 性 を 有
す る 金 属 電 極 と し 、 他 方 の 電 極 を Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 電 極 と し 、 両 者 の 間 に 電 界 を 印 加 す る こ
と で 発 光 層 が 発 光 し 、 こ の 発 光 を 上 記 他 方 の 電 極 側 か ら 出 射 す る 構 成 を 特 徴 と し て い る 。
ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で は 、 駆 動 回 路 上 も 発 光 エ リ ア と し て 利 用 で き る 特 徴 を 有 し て い る
。 又 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で は 、 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 に お け る 封 止 缶 と し て 、 ガ ラ ス
板 を 好 適 と す る 透 明 板 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 陰 極 や 有 機 層 中 に 水 分 や 酸 素 等 が 侵 入 す る こ と で 劣
化 が 起 こ り ， 輝 度 低 下 ， ダ ー ク ス ポ ッ ト や エ ッ ジ グ ロ ー ス 等 の 欠 陥 を 引 き 起 こ す 問 題 が あ
る 。 こ の 水 分 や 酸 素 な ど の 浸 入 を 防 止 す る た め 、 陰 極 や 有 機 層 を 保 護 す る た め の 封 止 が 必
須 で あ り ， こ の 封 止 手 段 と し て は 、 次 の よ う な 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、
（ １ ） 回 路 及 び 発 光 部 を 形 成 し た 基 板 を 封 止 用 基 板 で 挟 み 込 み 封 止 す る 手 段 。
（ ２ ） ガ ス 透 過 性 の 低 い 有 機 物 （ 樹 脂 ） や 無 機 化 合 物 ， 金 属 な ど の 薄 膜 を 回 路 及 び 発 光 部
上 全 体 に ， 単 層 ま た は 組 み 合 わ せ に よ り 複 層 成 膜 す る こ と に よ り 封 止 す る 手 段 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 フ ル カ ラ ー 有 機 EL表 示 装 置 と し て は ， エ ネ ル ギ ー ロ ス の 少 な い Ｒ Ｇ Ｂ の 3色 発 光
層 を 設 け る 方 法 が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 種 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 特 許 文 献 １ で は 色 フ ィ ル タ （ Ｒ Ｇ Ｂ カ ラ ー フ ィ ル タ
） を 封 止 層 上 に 被 覆 形 成 す る 技 術 が 、 又 特 許 文 献 ２ で は ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 で 透 明 基 板
の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と は 反 対 側 （ 外 面 ） に マ ゼ ン タ 色 カ ラ ー フ ィ ル タ ー （ 着 色 膜 ） を 形 成 す る 技
術 が そ れ ぞ れ 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ２ ０ ８ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ６ ２ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 し た よ う な 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 陰 極 や 有 機 層 中 に 水 分 や 酸 素 等 が 侵 入 す
る こ と で 劣 化 が 起 こ り 、 輝 度 低 下 ， ダ ー ク ス ポ ッ ト や エ ッ ジ グ ロ ー ス 等 の 欠 陥 を 引 き 起 こ
し 、 長 寿 命 化 を 阻 害 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 又 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 発 光 ス ペ ク ト ル は 帯 域 が 広 く し か も な だ ら か な 裾 形 状 を 呈 す る こ と か ら
所 望 の 発 光 に 対 し 不 要 発 光 光 が 含 ま れ 、 各 色 の 色 純 度 が 低 く 色 再 現 性 が 十 分 で は な い と い
う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 問 題 を 解 決 し 、 優 れ た 色 純 度 と 高 輝 度 発 光 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 陰 極 や 有 機 層 中 へ の 水 分 や 酸 素 等 の 侵 入 を 防 ぎ 、 小 型 軽 量 で
長 寿 命 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 発 光 部 上 に 第 １ 及 び 第 ２ の 封 止 膜 を 配 置 し 、 前 記
第 ２ の 封 止 膜 を 多 層 膜 構 造 と し 、 こ の 多 層 膜 の 積 層 す る 層 の 層 （ 膜 ） 厚 と 層 数 を 制 御 し 光
干 渉 効 果 を 用 い た バ ン ド カ ッ ト フ ィ ル タ と す る こ と で ， 不 要 発 光 光 の 出 射 を 低 減 し 各 発 光
光 の 色 純 度 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 水 分 や 酸 素 等 の 侵 入 を 防 止 す る 機 能 を 共 有 さ せ た も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 発 光 部 上 に 第 １ 及 び 第 ２ の 封 止 膜 を 配 置 し 、 前 記 第 ２ の 封 止 膜 を 多 層 膜 構 造 と
し た こ と に よ り 、
（ １ ） 積 層 封 止 膜 の バ ン ド カ ッ ト フ ィ ル タ 効 果 に よ り 、 不 要 な 出 射 光 を 遮 蔽 で き る た め 青
、 緑 、 赤 成 分 の 光 が 出 射 さ れ る 割 合 が 増 加 し 、 Ｒ Ｇ Ｂ 各 発 光 光 の 色 純 度 が 向 上 す る 。 （ ２
） 水 分 や 酸 素 等 の 侵 入 を 防 止 で き 、 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。 （ ３ ） 封 止 膜 自 体 に 機
能 を 持 た せ る こ と で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 等 の 色 素 に よ る 光 吸 収 手 段 を 別 途 用 い な く て も 所 期
の 目 的 が 達 成 で き る 。 （ ４ ） 封 止 に ガ ラ ス な ど の 基 板 を 使 用 し な い た め 、 素 子 を 薄 く で き
る 。 （ ５ ） フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 と し て の 色 再 現 範 囲 が 拡 大 す る 。 （ ６ ） 封 止 膜 の
み に よ る 効 果 で あ る た め 、 他 の 光 吸 収 手 段 を 形 成 す る 工 程 が 必 要 な く コ ス ト が 抑 え ら れ る
。 （ ７ ） 素 子 が 薄 く な り 更 に 軽 量 化 さ れ る た め ， 適 用 で き る 製 品 範 囲 が 拡 大 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 、 実 施 例 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ は 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 例 の 概 略 構 造 を 説 明 す る 模 式 図 で
、 図 １ は 要 部 断 面 図 、 図 ２ 及 び 図 ３ は 図 １ の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 １ 乃 至 図 ３ に お い
て 、 発 光 素 子 部 を 構 成 す る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ 上 に は 駆 動 用 回 路 を 構 成 す る 配 線 Ｗ Ｌ 、 ト ラ
ン ジ ス タ Ｔ Ｒ Ｓ 等 が 配 置 さ れ 、 そ の 上 に 平 坦 化 膜 Ｆ Ｌ Ｍ が 配 置 さ れ て い る 。 又 、 こ の 平 坦
化 膜 Ｆ Ｌ Ｍ 上 に は 金 属 電 極 Ｃ Ｄ 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 部 Ｏ Ｌ Ｅ 、 透 明 電 極 Ａ Ｄ 、 第 １ の 封 止 膜 Ｓ
Ｅ Ｌ １ 、 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ が 順 次 積 層 配 置 さ れ て い る 。 Ｂ Ａ Ｋ は バ ン ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 で 、 前 記 透 明 電 極 Ａ Ｄ は 陽 極 と し て 機 能 し 、 金 属 電 極 Ｃ Ｄ は 陰 極 及 び 光 反 射 面
と し て 機 能 す る 。 又 、 前 記 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ は 、 透 明 電 極 Ａ Ｄ の 外 側 に 配 置 さ れ 、 水
分 及 び 酸 素 等 の 侵 入 を 遮 断 す る と 共 に ， 機 械 的 衝 撃 に 対 し て 緩 衝 機 能 を 有 す る 。 こ の 第 １
の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ は 、 有 機 物 に よ る 樹 脂 層 か ら な り 、 こ の 樹 脂 層 と し て は 、 例 え ば ウ レ タ
ン 系 、 ア ク リ ル 系 、 エ ポ キ シ 系 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 な ど が 用 い ら れ る 。 又 、 同 様 の 効 果 が
得 ら れ る も の で あ れ ば 他 の 材 料 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 樹 脂 層 か ら な る 前 記 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ 上 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２
は 、 更 に 水 分 及 び 酸 素 の 遮 断 効 果 が 高 く 、 機 械 的 強 度 も 高 い 無 機 物 層 か ら 構 成 さ れ て い る
。 こ の 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ は 光 学 的 に 透 明 な 無 機 材 料 で 、 屈 折 率 の 異 な る 材 料 か ら な る
層 を 交 互 に 積 層 し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ に 詳 細 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 Ｏ Ｌ Ｅ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ の 主 面 に 成 膜 さ れ
た 金 属 電 極 Ｃ Ｄ 上 に 順 に 、 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ Ｌ 、 発 光 層 Ｌ Ｍ 、 ホ ー ル 輸 送 層 Ｈ Ｔ Ｌ 、 ホ ー ル
注 入 層 Ｈ Ｉ Ｌ 、 透 明 電 極 Ａ Ｄ が 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 発 光 層 Ｌ Ｍ と 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ Ｌ は 、 兼 用 で き る 材 料 を 用 い る こ と で １ 層 と し て も よ
い 。 又 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 構 造 と し て は 、 こ の 他 に ホ ー ル 注 入 層 と ホ ー ル 輸 送 層 を 兼 用 で き
る 材 料 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 陽 極 で あ る 透 明 電 極 Ａ Ｄ に は 仕 事 関 数 の 高 い 透 明 な 電 極 材 料 を 用 い れ ば 良 く 、 Ｉ Ｔ Ｏ が
一 般 的 で あ る が 他 の 透 明 な 導 電 物 質 で あ っ て も 良 い 。 陰 極 で あ る 金 属 電 極 Ｃ Ｄ に は 、 仕 事
関 数 の 低 い Ａ ｌ 、 Ｍ ｇ 、 Ｍ ｇ /Ａ ｇ 合 金 や Ａ ｌ /Ｌ ｉ 合 金 等 な ど を 用 い る こ と が で き る 。 又
、 特 性 向 上 の た め Ａ ｌ 単 体 で は な く ， 有 機 層 と の 間 に 極 薄 い フ ッ 化 リ チ ウ ム Ｌ ｉ Ｆ な ど の
ア ル カ リ 金 属 化 合 物 な ど を 用 い て も 良 い 。 な お 、 金 属 電 極 Ｃ Ｄ は 、 発 光 層 か ら 出 射 し た 光
の 利 用 効 率 向 上 の た め 、 光 の 反 射 率 が 高 い 材 料 か ら 構 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 発 光 層 Ｌ Ｍ は 、 陽 極 で あ る 透 明 電 極 Ａ Ｄ と 陰 極 で あ る 金 属 電 極 Ｃ Ｄ と の 間 に 所 定 の 電 圧
が 印 加 さ れ た と き ， 所 望 の 色 で 発 光 す る 材 料 を 用 い る 。 発 光 層 Ｌ Ｍ の 材 料 と し て は 、 赤 色
発 光 用 と し て 、 例 え ば 発 光 層 は Ａ ｌ ｑ ３ （ ト リ ス (８ － キ ノ リ ノ レ ー ト )ア ル ミ ニ ウ ム ） に
、 Ｄ Ｃ Ｍ － １ （ ４ － (ジ シ ア ノ メ チ レ ン )－ ２ － メ チ ル － ６ － (ｐ － ジ メ チ ル ア ミ ノ ス チ リ
ル )－ ４ Ｈ － ピ ラ ン ） を 分 散 し た も の 、 緑 色 発 光 用 と し て 、 例 え ば Ａ ｌ ｑ ３ ， Ｂ ｅ ｂ ｑ ，
キ ナ ク リ ド ン で ド ー ピ ン グ し た Ａ ｌ ｑ ３ 、 青 色 発 光 用 と し て 、 例 え ば Ｄ Ｐ Ｖ Ｂ ｉ （ ４ ,４ '
－ ビ ス (２ ,２ － ジ フ ェ ニ ル ビ ニ ル )ビ フ ェ ニ ル ） や 、 こ れ と Ｂ Ｃ ｚ Ｖ Ｂ ｉ （ ４ ,４ '－ ビ ス (
２ － カ ル バ ゾ ー ル ビ ニ レ ン )ビ フ ェ ニ ル ） か ら な る 材 料 、 或 い は ジ ス チ リ ル ア リ レ ー ン 誘
導 体 を ホ ス ト と し 、 ジ ス チ リ ル ア ミ ン 誘 導 体 を ゲ ス ト と し て ド ー ピ ン グ し た も の を 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 そ れ ぞ れ の 発 光 層 Ｌ Ｍ に お い て 、 ホ ー ル 注 入 層 Ｈ Ｉ Ｌ は Ｃ ｕ Ｐ ｃ （ 銅 フ タ ロ シ ア ニ
ン ） ， ホ ー ル 輸 送 層 は α － Ｎ Ｐ Ｄ （ Ｎ ,Ｎ '－ ジ (α － ナ フ チ ル )－ Ｎ ,Ｎ '－ ジ フ ェ ニ ル １ ,
１ '－ ビ フ ェ ニ ル － ４ ,４ '－ ジ ア ミ ン ） や 、 ト リ フ ェ ニ ル ジ ア ミ ン 誘 導 体 Ｔ Ｐ Ｄ （ Ｎ ,Ｎ '
－ ビ ス (３ － メ チ ル フ ェ ニ ル )１ ,１ '－ ビ フ ェ ニ ル － ４ ,４ '－ ジ ア ミ ン ） 、 電 子 輸 送 層 Ｅ Ｔ
Ｌ は Ａ ｌ ｑ ３ を 用 い る こ と が で き る 。 更 に 、 上 記 低 分 子 系 の 材 料 の 他 に ポ リ マ ー 系 の 材 料
を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 部 Ｏ Ｌ Ｅ を 備 え た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 陽 極 で あ る 透 明 電
極 Ａ Ｄ と 陰 極 で あ る 金 属 電 極 Ｃ Ｄ と に 直 流 電 源 を 接 続 し 、 両 電 極 間 に 直 流 電 圧 を 印 加 す る
と 、 透 明 電 極 Ａ Ｄ か ら 注 入 さ れ た ホ ー ル と 、 金 属 電 極 Ｃ Ｄ か ら 注 入 さ れ た 電 子 が そ れ ぞ れ
発 光 層 に 到 達 し ， 電 子 － ホ ー ル の 再 結 合 が 生 じ 所 定 の 波 長 の 発 光 が 生 じ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ に 詳 細 を 示 す 第 １ 、 第 ２ の 封 止 膜 は 、 透 明 電 極 Ａ Ｄ 上 に 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ
１ を 配 置 す る 。 こ の 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ は 例 え ば 熱 硬 化 性 エ ポ キ シ 樹 脂 を ス ピ ン コ ー ト
し １ ０ ０ ℃ で 加 熱 硬 化 さ せ て 形 成 し た 。 こ の と き の 膜 厚 は 5μ ｍ と し た 。 こ の 第 １ の 封 止
膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ の 成 膜 方 法 と し て は 、 上 述 し た ス ピ ン コ ー ト 方 法 の 他 に 、 ス リ ッ ト コ ー ト 方 法
、 印 刷 方 法 、 蒸 着 方 法 等 が 挙 げ ら れ ， 用 い ら れ る 材 料 の 特 性 に 合 わ せ 適 宜 選 択 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 、 同 様 の 特 性 が 得 ら れ る の で あ れ ば ， 上 記 以 外 の 成 膜 方 法 で あ っ て も 特 に 制 限 さ れ な
い 。 更 に 、 前 記 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ の 膜 厚 は ０ ． ５ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ が 望 ま し い 。 ０ ．
５ μ ｍ 未 満 で は 衝 撃 に 対 す る 干 渉 機 能 が 十 分 に 得 ら れ な い 恐 れ が あ り 、 又 水 分 や 酸 素 等 に
対 す る 耐 透 過 性 が 不 足 す る 恐 れ が あ る 。 一 方 、 １ ０ ０ μ ｍ を 越 え る と 平 坦 性 を 確 保 す る こ
と が 難 し く な り 、 更 に 硬 化 自 体 が 困 難 と な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ 上 に 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ を 配 置 し て い る 。 こ の 第 ２ の 封 止
膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ は 光 学 的 に 透 明 な 無 機 材 料 か ら な り 、 低 屈 折 率 無 機 材 料 層 と 高 屈 折 率 無 機 材 料
層 を 交 互 に 積 層 し た 多 層 構 造 か ら な っ て い る 。 こ の 構 成 に お い て 前 記 低 屈 折 率 及 び 高 屈 折
率 無 機 材 料 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ Ｌ 、 ｎ Ｈ と す る と 、
　 　 　 　 １  <ｎ Ｌ  <ｎ Ｈ
の 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 こ の 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ を 構 成 す る 無 機 材 料 と し て は 、 Ｓ ｉ Ｎ 、 Ａ ｌ Ｎ 、 Ｇ ａ Ｎ 等 の
窒 化 物 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 、 Ｔ ａ 2 Ｏ 5 、 Ｚ ｎ Ｏ 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 、 Ｇ ｅ Ｏ 等 の 酸 化 物 、 Ｓ ｉ Ｏ
Ｎ 等 の 酸 化 窒 化 物 、 Ｓ ｉ Ｃ Ｎ 等 の 炭 化 窒 化 物 、 金 属 フ ッ 素 化 合 物 等 が 上 げ ら れ る 。 同 様 の
効 果 が 得 ら れ る も の で あ れ ば 他 の 材 料 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 又 、 成 膜 方 法 と し て は 各 種 真 空 蒸 着 方 法 ， ス パ ッ タ リ ン グ 方 法 等 の Ｐ Ｖ Ｄ （ 物 理 気 相 成
膜 法 ） や Ｃ Ｖ Ｄ （ 化 学 気 相 成 膜 法 ） が あ る 。 封 止 膜 に 用 い る 材 料 や 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 特 性 を
考 慮 し 各 手 法 か ら 適 宜 選 択 す る こ と が で き る 。 こ れ も 同 様 の 特 性 が 得 ら れ る の で あ れ ば ，
上 記 以 外 の 成 膜 方 法 で あ っ て も 特 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の 如 く 、 光 学 的 に 透 明 で 屈 折 率 の 異 な る 無 機 材 料 の 層 を 交 互 に 積 層 す る 構 成 で は 、
低 屈 折 率 及 び 高 屈 折 率 の 無 機 材 料 の 層 厚 を そ れ ぞ れ Ｄ Ｌ 、 Ｄ Ｈ と す る と 下 記 式 （ １ ） で 表
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 DL＝ λ （ ２ s― １ ） ／ ４ ｎ Ｌ ,  DH＝ λ （ ２ s― １ ） ／ ４ ｎ Ｈ ・ ・ ・ 式 （ １ ）
　 　 　 　 　 λ ： 不 要 な 光 を 除 去 す る 領 域 の 中 心 波 長
　 　 　 　 　 ｎ Ｌ ， ｎ Ｈ ： 低 屈 折 率 及 び 高 屈 折 率 無 機 材 料 の 各 屈 折 率
　 　 　 　 　 ｓ ： １ 以 上 の 整 数
　 又 、 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ を 構 成 す る 樹 脂 層 の 上 に 積 層 さ れ る 低 屈 折 率 及 び 高 屈 折 率 の
無 機 物 の 積 層 構 造 は 下 記 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 樹 脂 層 ／ [(Ｄ Ｌ ／ ２ ) Ｄ Ｈ  (Ｄ Ｌ ／ ２ )] P

　 　 　 　 　 Ｐ ： 繰 り 返 し 回 数 で ， Ｐ ＝ ２ ｑ ＋ １ （ ｑ は 正 の 整 数 ） で 表 さ れ る （ 例 ： Ｐ ＝ ３
(ｑ ＝ １ の 場 合 以 下 を 意 味 す る )。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 樹 脂 層 ／ ｛ （ Ｄ Ｌ ／ ２ ）  Ｄ Ｈ  (Ｄ Ｌ ／ ２ )｝ 3 ⇒ 樹 脂 層 ／ （ Ｄ Ｌ ／ ２ ）  ／ Ｄ Ｈ  ／ （ Ｄ
Ｌ ／ ２ ）  ／ (Ｄ Ｌ ／ ２ ) ／ Ｄ Ｈ ／ (Ｄ Ｌ ／ ２ ) ／ (Ｄ Ｌ ／ ２ )／ Ｄ Ｈ  ／ (Ｄ Ｌ ／ ２ ) ⇒ 樹 脂
層 ／ (Ｄ Ｌ ／ ２ ) ／ Ｄ Ｈ ／ Ｄ Ｌ ／ Ｄ Ｈ ／ Ｄ Ｌ ／ Ｄ Ｈ ／ (Ｄ Ｌ ／ ２ )
　 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ を 構 成 す る 積 層 構 造 を 以 下 に 示 す よ う に 繰 り 返 す こ と で 、 2箇 所
以 上 の 領 域 で 不 要 な 光 を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 例 ） 樹 脂 層 １ ／ [(Ｄ Ｌ 1 ／ ２ ) Ｄ Ｈ 1  (Ｄ Ｌ 1 ／ ２ )] P  /樹 脂 層 ２ ／ [(Ｄ Ｌ 2 ／ ２ ) Ｄ Ｈ 2

 (Ｄ Ｌ 2 ／ ２ )] P '

　 　 　 　 　 Ｄ Ｌ 1 ≠ Ｄ Ｌ 2 ， Ｄ Ｈ 1 ≠ Ｄ Ｈ 2 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 関 係 の 下 で 、 例 え ば 青 色 と 緑 色 の 発 光 光 の 中 間 で あ る ４ ９ ０ ｎ ｍ の 光 波 長 を
中 心 と す る 領 域 の 発 光 光 を 遮 断 す る に は 、 前 述 し た Ｄ Ｌ 、 Ｄ Ｈ を 算 出 す る 式 （ １ ） か ら S=
２ ， Ｐ ＝ ５ と し 、 必 要 な 層 厚 を 求 め た と こ ろ 、 Ｄ Ｌ ＝ ２ ５ ０ ｎ ｍ 、 Ｄ Ｈ ＝ １ ５ ５ ｎ ｍ と な
っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ を も と に 前 述 の 如 く Ｓ ｉ Ｏ 2 と Ｔ ｉ Ｏ 2 を そ れ ぞ れ ス パ ッ タ に て 前 述 の よ う に 交 互 に
１ １ 層 積 層 し た 。 層 数 は Ｓ ｉ Ｏ 2 が ６ 層 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 が 5層 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 １ １ 層 の 多 層 構 造 か ら な り 、 こ の 多 層 構 造 で 前 記 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ
１ に 接 す る 第 １ 層 Ｓ Ｌ １ と 、 最 外 層 Ｓ Ｌ １ １ 及 び こ れ ら を 含 む 奇 数 層 を Ｓ ｉ Ｏ 2 材 を 用 い
て 形 成 し 、 前 記 第 １ 層 Ｓ Ｌ １ 及 び 最 外 層 Ｓ Ｌ １ １ を そ れ ぞ れ 層 厚 １ ２ ５ ｎ ｍ 、 残 り の 奇 数
層 Ｓ Ｌ ３ ， Ｓ Ｌ ５ ， Ｓ Ｌ ７ ， Ｓ Ｌ ９ を そ れ ぞ れ 層 厚 ２ ５ ０ ｎ ｍ と し て Ｓ ｉ Ｏ 2 材 層 を 合 計
で ６ 層 構 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 第 ２ 層 Ｓ Ｈ ２ を 含 む 偶 数 層 Ｓ Ｈ ４ 、 Ｓ Ｈ ６ 、 Ｓ Ｈ ８ 及 び Ｓ Ｈ １ ０ を 前 記 Ｓ ｉ Ｏ 2
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材 よ り 高 屈 折 率 の Ｔ ｉ Ｏ 2 材 に よ り そ れ ぞ れ 層 厚 １ ５ ５ ｎ ｍ と し て ５ 層 構 成 し て い る 。 す
な わ ち 、 奇 数 層 を 偶 数 層 よ り 低 屈 折 率 の 材 料 で 構 成 し 、 こ の 低 屈 折 率 層 と 高 屈 折 率 層 を 交
互 に 積 層 し た 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 層 構 造 で 、 Ｒ Ｇ Ｂ に お け る 各 発 光 光 の Ｃ Ｉ Ｅ 色 度 （ ｘ ， ｙ ） は 、 Ｒ が （ ０ ． ６ ８ ７
、 ０ ． ３ ３ １ ） 、 Ｇ が （ ０ ． １ ５ ６ ， ０ ． ６ ０ ９ ） 、 Ｂ が （ ０ ． １ ３ １ 、 ０ ． １ ４ ３ ） で
、 色 再 現 範 囲 は Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 比 で ５ ５ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 比 較 例 と し て 図 ４ に 示 す よ う に 、 バ ン ド ス ト ッ プ フ ィ ル タ 効 果 の な い 封 止 膜 と し
て 、 始 め に 熱 硬 化 性 エ ポ キ シ 樹 脂 を ス ピ ン コ ー ト し １ ０ ０ ℃ で 加 熱 硬 化 さ せ 第 １ の 封 止 膜
Ｓ Ｅ Ｌ １ を 形 成 し た 。 こ の と き の 膜 厚 は ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ 上 に ス パ ッ タ 法 に て ， 無 機 材 料 と し て 選 択 し た Ｔ ｉ Ｏ 2 、 Ｓ
ｉ Ｏ 2 を 順 に 成 膜 し 、 層 Ｓ Ｈ ４ １ 、 Ｓ Ｌ ４ １ を そ れ ぞ れ 形 成 し た 。 こ の と き の 層 厚 は Ｔ ｉ
Ｏ 2、 Ｓ ｉ Ｏ 2 の 2層 の み で あ る こ と か ら 、 ２ 層 共 に 水 分 及 び 酸 素 の 侵 入 を 遮 断 す る 効 果 が
得 ら れ る ５ ０ ０ ｎ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ ４ を 備 え た 構 成 で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ に お け る 各 発 光 光
の Ｃ Ｉ Ｅ 色 度 （ ｘ ， ｙ ） は 、 Ｒ が （ ０ ． ６ ５ ４ 、 ０ ． ３ ５ ６ ） 、 Ｇ が （ ０ ． ２ ７ ４ ， ０ ．
６ ０ ５ ） 、 Ｂ が （ ０ ． １ ５ ２ 、 ０ ． １ ７ ７ ） で 、 色 再 現 範 囲 は Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 比 で ５ ０ ％ で あ っ
た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 図 ４ に 示 す 比 較 例 の 封 止 膜 と 、 図 ３ に 示 す 本 発 明 の 実 施 例 と を 比 較 す る と 、 約 １ ０
％ 色 再 現 範 囲 が 拡 大 し 本 発 明 の 効 果 が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 実 施 例 １ の 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ の 透 過 ス ペ ク ト ル を 示 し 、 横 軸 に 波 長 、 縦 軸 に
透 過 率 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 ５ か ら も 明 ら か な よ う に 、 透 過 ス ペ ク ト ル 形 状 が 急 峻 と
な り 、 バ ン ド ス ト ッ プ フ ィ ル タ 効 果 が 顕 著 に 現 れ て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 実 施 例 ２ の 概 略 構 造 を 説 明 す る 模 式 断 面 図 で 、 前
述 し た 図 と 同 じ 部 分 に は 同 一 記 号 を 付 し て あ る 。 図 ６ に お い て 、 バ ン ド ス ト ッ プ フ ィ ル タ
効 果 を 有 す る 封 止 膜 と し て ， 始 め に 熱 硬 化 性 エ ポ キ シ 樹 脂 を ス ピ ン コ ー ト し １ ０ ０ ℃ で 加
熱 硬 化 さ せ 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｌ １ を 形 成 し た 。 こ の と き の 膜 厚 は ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｌ １ 上 に バ ン ド ス ト ッ プ 効 果 が 得 ら れ る よ う ， 実 施 例 １ と 同 じ く 低
屈 折 率 層 に Ｓ ｉ Ｏ 2 、 高 屈 折 率 層 に Ｔ ｉ Ｏ 2 を 選 択 肢 し た 。 緑 色 と 赤 色 の 発 光 光 の 中 間 で あ
る ５ ７ ０ ｎ ｍ の 光 波 長 を 中 心 と す る 領 域 の 発 光 光 を 遮 断 す る た め 、 Ｓ ＝ ２ ， Ｐ ＝ ５ と し 、
必 要 な 膜 厚 を 求 め た と こ ろ 、 Ｄ Ｌ ＝ ２ ９ ０ ｎ ｍ 、 Ｄ Ｈ ＝ １ ８ ０ ｎ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 層 厚 を も と に Ｓ ｉ Ｏ 2 と Ｔ ｉ Ｏ 2 を ス パ ッ タ に て 交 互 に 積 層 し 合 計 １ １ 層 の 多 層 膜 構
造 と し た 。 層 数 は Ｓ ｉ Ｏ 2 層 が 6層 で 、 こ の ６ 層 中 、 第 １ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ １ 上 に 接 す る 第 １
層 Ｓ Ｌ １ と 、 最 外 層 Ｓ Ｌ １ １ を 層 厚 １ ４ ５ ｎ ｍ と し 、 残 り の 奇 数 層 を ２ ９ ０ ｎ ｍ と し た 。
一 方 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 層 は 各 層 厚 １ ８ ０ ｎ ｍ で 5層 と し て 偶 数 層 に 配 置 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 実 施 例 ２ の Ｒ Ｇ Ｂ に お け る 各 発 光 光 の Ｃ Ｉ Ｅ 色 度 （ ｘ ， ｙ ） は 、 Ｒ が （ ０ ． ６ ５ ６ ， ０
． ３ ５ ５ ） 、 Ｇ が （ ０ ． ３ ４ ２ ， ０ ． ６ １ ３ ） 、 Ｂ が （ ０ ． １ ８ ４ ， ０ ． １ ５ ７ ） で あ り
、 色 再 現 範 囲 は Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 比 で ５ ５ ％ で あ り 、 前 述 の 比 較 例 の バ ン ド ス ト ッ プ フ ィ ル タ 効 果
の な い 封 止 膜 と 比 較 し 約 ４ ０ ％ 色 再 現 範 囲 が 拡 大 し 本 発 明 の 効 果 が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-280901 A 2007.10.25



　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ の 積 層 数 と 透 過 ス ペ ク ト ル と の 関 係 を 説 明 す る
た め の 図 で 、 横 軸 に 波 長 、 縦 軸 に 透 過 率 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 ７ に お い て 、 Ｐ ＝ ５ の
ス ペ ク ト ル は 実 施 例 １ の 層 数 １ １ を 、 又 Ｐ ＝ ３ の ス ペ ク ト ル は 層 数 ７ の 特 性 を そ れ ぞ れ 示
し て い る 。 図 ７ か ら 明 ら か な よ う に 、 層 数 が ７ 層 の も の も 効 果 が 見 ら れ る が 、 １ １ 層 で は
更 に 顕 著 な 効 果 が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 顕 著 な 効 果 が 見 ら れ る １ １ 層 を 更 に 詳 細 に 検 討 し た 結 果 を 表 １ に 示 す 。 こ の 表 １ は
本 発 明 の １ １ 層 の 実 施 例 で の 構 成 と 特 性 を 、 使 用 す る 無 機 材 料 、 成 膜 方 法 等 を 可 変 し て 示
す も の で あ る 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 透 過 阻 止 波 長 域 の 中 心 波 長 が ４ ９ ０ ｎ ｍ 、 す な わ ち 青 と 緑 の
間 の 波 長 帯 域 の 中 心 波 長 及 び ５ ８ ０ ｎ ｍ 、 す な わ ち 緑 と 赤 の 発 光 光 の 中 間 波 長 の 遮 断 に 効
果 が 顕 著 で あ り 、 更 に Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ 比 も 比 較 例 に 比 べ て 何 れ も 改 善 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 に お け る 第 ２ の 封 止 膜 Ｓ Ｅ Ｌ ２ の 積 層 数 を 説 明 す る 図 で 、 横 軸 に 積 層 数
を 、 又 縦 軸 に 透 過 率 及 び 透 過 率 差 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 ８ に お い て 、 黒 の 菱 形 印 は 、
波 長 ４ ５ ０ ｎ ｍ の 光 の 無 機 積 層 膜 に お け る 透 過 率 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 こ の 波 長 は 、 青
色 の 波 長 帯 域 の 中 心 波 長 で あ る 。 グ ラ フ が 示 す と お り 、 ３ 層 で は 干 渉 効 果 に よ っ て 、 光 の
強 度 が １ 層 の 場 合 に 比 べ て 低 く な っ て い る が 、 層 数 が 増 加 す る と 透 過 率 が 増 加 し て い る 。
具 体 的 に は 、 層 数 が ７ を 超 え る と 透 過 率 が ８ ０ ％ を 越 え 、 層 数 ９ を 超 え る と ８ ５ ％ を 越 え
、 そ の 後 、 層 数 １ １ 、 １ ３ 、 １ ５ 、 １ ７ 、 １ ９ と し て も 透 過 率 ８ ５ ～ ９ ０ ％ の 間 の 透 過 率
に な っ て 略 一 定 と な っ て い る 。 つ ま り 、 層 数 ９ 以 上 に す る こ と で 実 質 的 に ピ ー ク の 透 過 率
を 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 又 、 黒 の 四 角 印 は 、 波 長 ４ ９ ０ ｎ ｍ の 光 の 無 機 積 層 膜 に お け る 透 過 率 を 示 し た グ ラ フ で
あ る 。 こ の 波 長 は 、 透 過 率 を 下 げ た い 青 と 緑 の 間 の 波 長 帯 域 の 中 心 波 長 で あ る 。 グ ラ フ が
示 す と お り 、 積 層 数 が 増 加 す る ほ ど 透 過 率 は 低 下 す る 傾 向 に あ る 。 具 体 的 に は 、 層 数 が ５
を 超 え る と 透 過 率 が ４ ０ ％ と 、 膜 が な い 場 合 の 半 分 以 下 の 光 強 度 と な る 。 そ も そ も 人 間 の
目 で は 認 識 し づ ら い 色 で は あ る が 、 輝 度 が ５ ０ ％ 以 上 も 変 わ れ ば 、 人 間 の 目 で も 大 き な 色
純 度 の 改 善 が 見 ら れ る よ う に な る 。 又 、 層 数 が ７ を 超 え る と 透 過 率 ２ ０ ％ 以 下 、 更 に 層 数
が ９ を 超 え る と 透 過 率 が １ ０ ％ 以 下 、 層 数 が 11を 越 え る と 透 過 率 が ５ ％ 以 下 と な る 。 ま た
、 ９ 層 に な る と 傾 き が 鈍 化 し 、 １ １ 層 を 超 え る と 略 一 定 化 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 更 に 、 白 の 三 角 印 は 波 長 ４ ５ ０ ｎ ｍ と ４ ９ ０ ｎ ｍ の 光 の 無 機 積 層 膜 に お け る 透 過 率 差 （
４ ５ ０ ｎ ｍ － ４ ９ ０ ｎ ｍ 差 ） を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 図 ９ は こ の グ ラ フ を 単 独 に 示 し た も
の で あ る 。 こ の 値 が 大 き い こ と は 、 青 色 光 の 透 過 率 と 色 純 度 の 両 方 の 効 果 を 効 率 良 く 得 る
こ と が で き る 範 囲 で あ る 。 １ １ 層 以 上 に な る と 、 あ る 一 定 幅 で 安 定 す る 。 つ ま り 、 １ １ 層
以 上 に す れ ば 、 干 渉 効 果 を 最 大 限 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 図 ８ 、 図 ９ を 含 め 前 述 し た 実 施 例 等 か ら も 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 で は 第 ２ の 封 止
膜 の 層 数 は ３ 層 以 上 の 奇 数 層 数 で 効 果 が 得 ら れ 、 こ れ が ５ 層 以 上 で 更 に 顕 著 な 効 果 が 期 待
で き る 。 又 、 ７ 層 以 上 で は よ り 一 層 効 果 が 顕 著 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 実 施 例 １ の 概 略 構 造 を 説 明 す る 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 比 較 例 の 構 造 を 説 明 す る 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 透 過 ス ペ ク ト ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 実 施 例 ２ の 概 略 構 造 を 説 明 す る 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 積 層 数 毎 の 透 過 ス ペ ク ト ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 積 層 数 と 透 過 率 、 透 過 率 差 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 積 層 数 と 透 過 率 差 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 Ｓ Ｕ Ｂ ・ ・ ・ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 、 Ｓ Ｅ Ｌ １ ・ ・ ・ 第 １ の 封 止 膜 （ 樹 脂 層 ） 、 Ｓ Ｅ Ｌ ２ ・ ・ ・ 第
２ の 封 止 膜 、 Ｏ Ｌ Ｅ ・ ・ ・ 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 部 、 Ｓ Ｌ １ ～ １ １ ・ ・ ・ 低 屈 折 率 層 、 Ｓ Ｈ ２ ～ １
０ ・ ・ ・ 高 屈 折 率 層 、 Ａ Ｄ ・ ・ ・ 金 属 電 極 、 Ｃ Ｄ ・ ・ ・ 透 明 電 極 。
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(11) JP 2007-280901 A 2007.10.25



【 図 ９ 】

(12) JP 2007-280901 A 2007.10.25



专利名称(译) 有机EL表示装置

公开(公告)号 JP2007280901A 公开(公告)日 2007-10-25

申请号 JP2006109362 申请日 2006-04-12

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 日立显示器有限公司

[标]发明人 内山則和

发明人 内山 則和

IPC分类号 H05B33/04 H05B33/12 H01L51/50

FI分类号 H05B33/04 H05B33/12.E H05B33/14.A

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC07 3K107/CC23 3K107/CC27 3K107/EE22 3K107/EE32 3K107
/EE48 3K107/EE50 3K107/FF06

代理人(译) 小野寺杨枝

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机EL显示装置作为顶部发光型有机EL显示装
置，能够提高发光的色纯度，并且通过水分，氧气等的侵入来抑制发光
层的劣化，具有优异的性能。色彩再现性，延长使用寿命。 
ŽSOLUTION：该有机EL显示装置包括布置在绝缘基板SUB的主表面上
的第一电极CD;有机EL层OLE，设置在电极CD上，具有多层结构;透明的
第二电极AD配置在有机EL层OLE上;并且构造成使得由树脂层形成的第
一密封膜SEL1和由无机材料形成并具有多层结构的第二密封膜SEL2依
次堆叠在电极AD上，并且通过交替堆叠形成第二密封膜SEL2具有彼此
不同的折射率的层SL和SH。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/23ae6010-f158-4d3a-a216-3544f4694c16
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038682120/publication/JP2007280901A?q=JP2007280901A

